
動
き
出
し
た

セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整
備

さ
れ
た
端
末
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端

末
が
導
入
さ
れ
、
早
い
地
域
で
は
４
年

目
、
多
く
の
学
校
は
３
年
目
に
入
り
ま

し
た
。
先
進
校
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末

を
学
習
の
道
具
と
し
て
毎
日
使
っ
て

授
業
を
改
善
し
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充

実
を
、
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
授
業
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
る
学
校
も

あ
れ
ば
、
よ
う
や
く
こ
の
環
境
に
慣
れ

て
き
た
学
校
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
学
校
は
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
ん
な
中
、
国
で
は
も
う
現
在
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
次
の
ス
テ
ー

ジ
、「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
に
向
け

て
、
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
の
更
新

で
す
。
い
ち
早
く
端
末
整
備
を
行
っ
た

地
域
で
は
、
端
末
の
更
新
時
期
が
近
づ

い
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
更
新
す
る
か
、

何
を
整
備
す
る
か
は
自
治
体
が
決
め
る

こ
と
で
す
が
、２
０
２
４
年
度
に
は
５
～

８
％
の
自
治
体
が
更
新
期
を
迎
え
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
端
末
の
「
更

新
費
用
」
で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
（
以
下
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
と

言
い
ま
す
）
で
整
備
さ
れ
た
端
末
や
ク

ラ
ウ
ド
の
費
用
の
３
分
の
２
を
国
が
補

助
し
て
く
れ
た
の
は
、記
憶
に
新
し
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
端
末
を
更
新
す
る
時
、
費

用
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。
全
額
自
治

体
が
払
う
と
な
る
と
、
重
い
負
担
と
な

り
ま
す
。

２０２４年度には５～８％の自治体が
端末の更新期を迎えると言われている

図1　「経済財政運営と改革の基本方針 2023 につ
いて」（令和５年６月16日閣議決定）より抜粋

　

で
す
の
で
「
更
新
に
か
か
る
費
用
も

国
が
支
援
し
て
ほ
し
い
」
と
、
自
治
体
側

は
要
望
し
て
い
ま
す
。
ど
の
自
治
体
も

遅
か
れ
早
か
れ
端
末
の
更
新
時
期
を
迎

え
ま
す
か
ら
、「
国
が
ま
た
支
援
し
て
く

れ
る
の
か
ど
う
か
」
が
、
今
、
重
大
な
関

心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
的
支
援
は
、継
続
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。
そ
の
根
拠
は
、
２
０
２
３
年

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
３
」、

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
骨
太
の
方
針
に
は
、「
国

策
と
し
て
推
進
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
と
、
頼
も
し
い
一
文
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
、
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
は
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む

国
策
な
の
で
す
。国
策
な
の
で
す
か
ら
、

「
整
備
し
な
い
・
活
用
し
な
い
」
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

同
方
針
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
１
人
１
台
端
末
に
つ
い
て
、
公
教

育
の
必
須
ツ
ー
ル
と
し
て
、
更
新
を
着

実
に
進
め
る
」
と
続
き
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
端
末
が
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
公
教

育
は
実
施
不
可
能
で
あ
り
、
更
新
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
た
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
数
年
後
に
は
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
端
末
は
必
須
の
ツ
ー
ル
と
な
る
で

し
ょ
う
。　

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
教
育
の

一
層
の
推
進
」
と
も
、
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
の
経
済
事
情
に
よ
っ
て
、
端

末
が
買
え
な
い
・
学
習
で
使
え
な
い
と

い
う
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
義
務
教

育
段
階
で
は
公
的
に
支
援
し
て
い
く
。

そ
ん
な
強
い
決
意
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

こ
の
骨
太
の
方
針
は
閣
議
決
定
さ
れ

た
政
府
の
基
本
方
針
で
す
か
ら
、
文
部

科
学
省
や
総
務
省
は
も
ち
ろ
ん
、
財
務

省
に
も
強
い
影
響
力
を
持
ち
ま
す
。
そ

う
考
え
る
と
、「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」

で
も
国
の
財
政
支
援
に
期
待
し
て
い
い

と
、
私
は
思
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
を
見
据
え
た

文
部
科
学
省
の
動
き

　

文
部
科
学
省
も
、
先
に
述
べ
た
「
セ

カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
に
向
け
て
、
今
年

文部科学省　リーディングＤＸのホームページ（ht tps : //
leadingdxschool.mext.go.jp/）。全国の指定校の公開授業や
公開学習会等のスケジュールも掲載されている。

GIGAスクール構想について、次のフェー

ズに向けて周辺環境整備を含め、ICTの利

活用を日常化させ、人と人の触れ合いの重

要性や発達段階、個人情報保護や健康管理

等に留意しながら、誰一人取り残されない

教育の一層の推進や情報活用能力の育成な

ど学びの変革、校務改善につなげるため、

運営支援センターの全国的な設置促進・

機能強化等徹底的な伴走支援の強化によ

り、家庭環境や利活用状況・指導力の格差

解消、好事例の創出・展開を本格的に進め

る。各地方公共団体による維持・更新に係

る持続的な利活用計画の状況を検証しつ

つ、国策として推進するGIGAスクール構

想の１人１台端末について、公教育の必須

ツールとして、更新を着実に進める。

国
策
で
あ
り
、公
教
育
の
必
須
ツ
ー
ル

国
策
で
あ
り
、公
教
育
の
必
須
ツ
ー
ル

「
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
か
ら

「
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
か
ら

「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」へ

「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」へ

東
北
大
学
大
学
院 

情
報
科
学
研
究
科

東
京
学
芸
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科

堀
田 

龍
也
教
授

新型コロナウイルス禍の２０２０年に、

猛スピードで全国に整備されたＧＩＧＡスクール環境。

あれから３年が経過し、早くも次のステージが見えてきた。

「セカンドＧＩＧＡ」が始まるのだ。

今後、ＧＩＧＡはどうなるのか。

先生や教育委員会には、何が求められるのだろうか。

S p e c i a l  I n t e r v i e w

国
策
で
あ
り
、公
教
育
の
必
須
ツ
ー
ル

「
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
か
ら

「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」へ

「ファーストGIGA」から「セカンドGIGA」へ S p e c i a l  I n t e r v i e w
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調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの
ICT機器を、授業でどの程度活用しましたか。

【学校】

児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレット等の端末を、どの程度家庭で利用できるようにしていますか。【学校】
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■ ほぼ毎日　　■ 週3回以上　　■ 週1回以上　　■ 月1回以上　　■ 月1回未満

■ 毎日持ち帰って、
毎日利用させて
いる

■ 毎日持ち帰って、
時々利用させて
いる

■ 時々持ち帰って、
時々利用させて
いる

■ 持ち帰らせて
いない

■ 持ち帰っては
いけないこと
としている

■ 臨時休業等の非常時
のみ、持ち帰ることと
している

小学校 中学校

小学校 中学校

か
ら
新
し
い
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。私
が
委
員
長
を
務
め
る「
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事
業
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
お
け
る
好
事
例
を
全
国
に
広
め
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。
す
べ
て
の
都
道

府
県
お
よ
び
全
政
令
指
定
都
市
か
ら
、

小
中
学
校
が
指
定
校
に
選
ば
れ
、
合
計

２
１
５
校
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
実
践
を
報
告

し
た
り
、
公
開
学
習
会
を
開
催
し
た
り

し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
ど
う
使
え
ば
良
い

か
は
、
言
葉
を
尽
く
し
て
説
明
す
る
よ

り
も
、
実
際
に
見
て
も
ら
う
の
が
一
番

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
用
い
て
、「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
る
か
。
そ
の
結

果
、
授
業
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
い
る

か
。
校
務
の
Ｄ
Ｘ
に
ど
う
役
立
っ
て
い

る
か
。
指
定
校
の
「
普
段
使
い
」
の
実
践

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
の
活
用
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で
広

げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
も
、

２
０
２
４
年
に
は
動
き
出
す
で
し
ょ

う
。
２
０
２
４
年
度
に
文
部
科
学
大
臣

か
ら
中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問
が
出
さ

れ
、
２
０
２
６
年
に
中
教
審
が
答
申
を

出
し
、
２
０
２
７
年
に
学
習
指
導
要
領

が
で
き
る
見
込
み
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
次
期
学
習
指
導
要
領
で
も
、Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
を
始
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
大
前

す
。
学
校
現
場
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
「
困
り
感
」
の
解
決
を
支
援
し
、
先

生
方
が
ス
ト
レ
ス
な
く
日
常
的
に
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
先
生
方

を
助
け
た
い
と
い
う
、国
の
施
策
で
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の

課
題
も
明
ら
か
に

　
「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
が
動
き
出
し

た
一
方
で
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
の

課
題
が
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
、
国
が
憂
慮
し
て
い
る
の
が
、「
地

域
間
・
学
校
間
の
利
用
格
差
」
で
す
。
前

述
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
も
、こ
の「
格
差
」

を
解
決
す
る
の
が
、
大
き
な
目
的
で
す
。

提
と
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
前
に
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の

整
備
方
針
を
し
っ
か
り
定
め
て
お
こ
う

と
い
う
こ
と
で
、
中
教
審
の
初
等
中
等

教
育
分
科
会
の
下
に
、
２
０
２
３
年
度

か
ら
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
、
私

が
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
同
委
員

会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
教
育
デ
ー

タ
の
利
活
用
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
す
が
、「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」

で
標
準
的
な
整
備
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
。
端
末
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
内

容
や
調
達
方
法
に
つ
い
て
も
、
議
論
し

て
い
き
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
機
能
も
強
化
さ
れ
る
予

定
で
す
。
先
日
、
文
部
科
学
省
が
発
表

し
た
２
０
２
４
年
度
の
概
算
要
求
で

は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
約

１
０
０
億
円
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
や
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
な
ど
の
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
学

校
Ｄ
Ｘ
支
援
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や
、
教

師
・
事
務
職
員
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
対

象
と
し
た
研
修
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
改
訂
の
支
援
、
学
び
の
Ｄ
Ｘ
に
向

け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
幅
広

い
業
務
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な
り
ま

　

２
０
２
３
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
で
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
格
差

が
露
わ
に
な
り
ま
し
た
。「
授
業
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
ほ
ぼ
毎
日
活
用
し
て
い

る
」
学
校
は
、
小
中
学
校
と
も
２
０
２
２

年
度
よ
り
約
７
ポ
イ
ン
ト
増
え
、６
割
を

超
え
ま
し
た
。し
か
し
、週
に
１
、２
回
以

下
し
か
使
っ
て
い
な
い
学
校
が
、
ま
だ
１

割
近
く
あ
り
ま
す
（
図
３
上
）。
端
末
を

持
ち
帰
っ
て
い
る
学
校
も
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
が
、「
臨
時
休
業
等
の
非
常
時

の
み
持
ち
帰
る
」
学
校
が
、
ま
だ
１
割
も

あ
り
ま
す
（
図
３
下
）。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
非
常
時
の

た
め
だ
け
に
整
備
さ
れ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
供
が
毎
日
の
学
習
で
使
う
た

ＧＩＧＡ端末がないと、これからの公教育は
実施不可能だという強いメッセージ

「個別最適な学び」や「主体的・対話的で深い学び」
の実施校では、子供の自己有用感や幸福感が高い

（出典：文部科学省「令和5年度概算要求のポイント」）

図2　GIGAスクール運営支援センターの機能強化

図3　全国学力・学習状況調査：ICT活用頻度 ①ICTの活用状況等
（出典：国立教育政策研究所「令和5年度　全国学力・学習状況調査の結果」）

事業内容

【事業スキーム】
「GIGAスクール運営支援センター」の整備を
支援するため、都道府県等が民間事業者へ業
務委託するための費用の一部を国が補助
※２以上の自治体が連携、もしくは一定規模
　の自治体が事業を実施する場合に限る
【主な業務内容（支援対象）】
◆ヘルプデスクの運営およびサポート対応
◆ネットワークトラブル対応
◆学校DX支援リーダー(ICT支援員
　リーダー)の配置(※直接雇用も含む)
◆教師・事務職員・支援人材ICT研修
◆可搬型通信機器(LTE通信)広域一括契約
◆セキュリティポリシー改訂支援
◆学びのDXに向けたコンサルティング 等

▶単独実施困難自治体との連携による自体間格差
解消(支援が必要な全ての自治体に対する支援)

▶広域調達による経済的・事務的負担軽減 等

▶セキュリティポリシー
　の改訂ができていない
　自治体を支援 等

▶域内の教育水準の向上

▶広域調達による安価な
通信契約

▶ICT支援員統括、
　連絡会、サポート・
　相談対応

※国の補助事業はＲ６年度までを予定
※都道府県が域内の市区町村と連携するな
ど広域的に事業を実施する場合に限り、
補助割合1/2

・各教育委員会
　（都道府県・市区町村）
・運営支援センター
・学校DX戦略アドバイザー
等で構成する「GIGAスクー
ル推進協議会(仮)」を設置

※ICT支援員の雇用に係る
　経費は別途地方財政措置

“都道府県を中心とした広域連携” “端末活用の日常化と学びのDXを支える基盤構築”

ＧＩＧＡスクール運営支援センター

教育委員会
都道府県

市区町村

民間事業者

学 校

＜主な業務内容＞

“学校外の学びの通信環境”“現場の対応力向上”
“セキュリティ基盤確保”

セキュリティポリシー改訂
セキュリティアセスメント等

端末・ネットワーク・
セキュリティ等
サポート対応

教師・事務職員・
支援人材
ICT研修

可搬型
通信機器

広域一括契約

学びのDX
に向けた

コンサルティング

放課後や校外学習等の学校外の
活用も見据えた通信環境整備

▶ICT研修等によるスキルアップ

ICT支援員
（情報通信技術支援員）

事務職員

教師統
括
サ
ポ
ー
ト

業務委託

連
携
実
施

学校DX支援リーダー
（ICT支援員リーダー）

GIGAスクール推進協議会(仮)

実施主体

補助割合等

都道府県、市区町村

R７
年度
以降

R6
年度

R5
年度

-1/31/3補助割合

以下に記載の通り

課題や実情に応じて必要な支援を組織的・安定的に提供
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調査対象学年の児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面では、
児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか。（新規）

【学校】

児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、
児童生徒の特性・学習進度等に応じた指導にどの程度活用していますか。

（参考 ： R4学校質問紙）

16.1 28.8 32.9 15.9 6.2 12.6 23.5 31.4 20.5 11.7

7.5 13.6 27.5 21.7 29.5 6.8 9.0 19.7 22.1 42.2

0 20 40 60 80 100（％） 0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％） 0 20 40 60 80 100（％）

R5 R5

R4 R4

77.8 67.5

48.6 35.5

■ ほぼ毎日　　■ 週3回以上　　■ 週1回以上　　■ 月1回以上　　■ 月1回未満

■ ほぼ毎日　　■ 週3回以上　　■ 週1回以上　　■ 月1回以上　　■ 月1回未満

小学校 中学校

小学校 中学校

0 20 40 60 80 100（％） 0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％） 0 20 40 60 80 100（％）

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えが
うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。

【児童生徒】

［主体的・対話的で深い学び］と［平均正答率］との関係

児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、PC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、PC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

選択肢ごとの教科の平均正答率

児
童
生
徒
自
ら
学
級
や
グ
ル
ー
プ
で

課
題
を
設
定
し
、そ
の
解
決
に
向
け
て

話
し
合
い
、ま
と
め
、発
表
す
る
な
ど
の

学
習
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し
た
か

児
童
生
徒
は
、学
校
に
お
い
て
、自
分
の

考
え
が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
、資
料
や
文
章
、

話
の
組
立
て
な
ど
を
工
夫
し
て
、発
言
や

発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か

［主体的・対話的で深い学び］×［ICT機器の活用］

ク
ロ
ス
集
計

32.7 13.426.126.0

28.6 21.1 3.7

0.0

1.7

32.514.0

31.4 12.826.327.4

28.6 20.3 3.9

2.1

32.0 11.621.933.0 1.5 33.0 10.424.130.6

30.5 18.831.316.1 3.1 3.629.0 19.433.014.8

33.922.2 28.39.5 6.2 21.3 28.233.48.8 8.3

13.2 37.726.49.4 13.2 20.0 20.023.313.3 23.3

1.8

33.813.3

19.4 32.4 8.932.27.1

22.2 33.311.133.3

20.3 30.5 9.932.37.0

16.7 11.1 27.838.95.6

73.5 68.5 63.5 60.7
70.4 64.2 57.9 53.9

76.9 72.9 65.7 60.7 60.2 54.5 45.8 40.0
55.0 48.6 40.4 35.7

■ ほぼ毎日　　■ 週3回以上　　■ 週1回以上　　■ 月1回以上　　■ 月1回未満

■ ほぼ毎日　　■ 週3回以上　　■ 週1回以上　　■ 月1回以上　　■ 月1回未満

どちらかといえば、
行った  

あまり行わなかった

全く行わなかった  

よく行った  

どちらかといえば、
そう思う  

どちらかといえば、
そう思わない

そう思わない

そう思う

■ 発表していた　■ どちらかといえば、発表していた
■ どちらかといえば、発表していなかった　■ 発表していなかった

小学校国語 0.205 小学校算数 0.230 中学校国語 0.238 中学校数学 0.255 中学校英語 0.257

小学校 中学校0.227 0.238

小学校 中学校0.220 0.227

め
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
、
今
一
度
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
今
回
初
め
て
調
査
さ
れ
た
の

が
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
や
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
る
か
、で
す
。小
学
校
で
約
８
割
、

中
学
校
で
約
７
割
の
学
校
が
、「
個
別
最

適
な
学
び
」
を
充
実
さ
せ
る
手
段
と
し

て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
週
１
回
以
上
使
っ
て
い
ま

す（
図
４
）。
ま
た
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」の
視
点
で
授
業
改
善
を
行
っ

て
い
る
学
校
ほ
ど
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た（
図
５
上
ク
ロ
ス
集
計
）。Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
、
授
業
改
善
の
道
具
だ
と

認
識
し
て
、
使
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

ち
な
み
に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
視
点
で
授
業
改
善
を
行
っ
て
い

る
学
校
ほ
ど
、
学
力
調
査
の
平
均
正
答
率

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
５
下
）。「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
で
学
力
が
上
が
る
の
か
」
と
よ
く

質
問
さ
れ
ま
す
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を

た
だ
使
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
正
答
率
は

上
が
り
ま
せ
ん
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
使
っ

て
、
授
業
を
改
善
し
て
こ
そ
、
子
供
た
ち

の
資
質
・
能
力
は
伸
び
て
い
く
の
で
す
。

そ
の
点
を
、よ
く
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

は
、
と
て
も
興
味
深
い
デ
ー
タ
も
取
れ

ま
し
た
。「
個
別
最
適
な
学
び
」
や
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
施
し

て
い
る
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
の
自
己

有
用
感
や
幸
福
感
が
高
く
な
る
傾
向
が

見
ら
れ
た
の
で
す
。
例
え
ば
、「
課
題
の

解
決
に
向
け
て
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
」
子
供
ほ
ど
、「
自
分
に
は
良
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
」
と
、
自
己
肯
定
感

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
６
）。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
国
際
学
習
到
達
度
調
査
）

の
調
査
な
ど
で
、
日
本
の
子
供
は
海
外

に
比
べ
て
自
己
肯
定
感
や
幸
福
感
が
低

い
と
、
長
年
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業

改
善
を
進
め
れ
ば
、
子
供
た
ち
を
も
っ

と
幸
せ
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
や
管
理
職
は

何
を
す
べ
き
か

　

今
回
の
チ
エ
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
も
、「
セ

カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
前
に
読
ん
で
お
き

た
い
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
が
、
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
学
校
デ
ジ
タ
ル
化
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
武
藤
久
慶
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
な
ぜ
令
和
の
日
本
型
学

校
教
育
が
必
要
な
の
か
を
、
分
か
り
や

す
く
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
何

を
、ど
の
方
向
へ
変
え
て
い
く
べ
き
か
。

例
え
ば
「
教
師
に
よ
る
一
斉
授
業
」
を
、

「
子
供
主
体
の
学
び
」
へ
と
、
少
し
ず
つ

シ
フ
ト
し
て
い
く
。あ
る
日
急
に
ガ
ラ
ッ

と
変
え
る
の
で
は
な
く
、グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
で
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
記
事
に
掲

教育委員会の頑張りと管理職の手腕に注目。
「セカンドＧＩＧＡ」に向けた取り組み

「教師による一斉授業」を「子供主体の学び」へと、
急に変えるのではなく、少しずつシフトしていく 

図4　全国学力・学習状況調査：ICT活用頻度 ②個別最適な学び（個に応じた指導）や主体的・対話的で深い学びにおけるICTの活用状況等
（出典：国立教育政策研究所「令和5年度　全国学力・学習状況調査の結果」）

図5　全国学力・学習状況調査：主体的・対話的で深い学びとICT活用の関係
（出典：国立教育政策研究所「令和5年度　全国学力・学習状況調査の結果」）

載
さ
れ
て
い
る
図
は
、
と
て
も
大
切
な

図
で
す
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
授
業
を
ど
う

変
え
て
い
く
べ
き
か
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

沖
縄
市
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
の

指
定
校
を
抱
え
る
先
進
地
域
の
一
つ
で

す
。
今
回
の
記
事
で
は
、
教
育
委
員
会
の

頑
張
り
を
、つ
ぶ
さ
に
伝
え
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
教
育
委
員
会
は
何
を
す

べ
き
か
。
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

対
し
て
、
学
校
長
の
手
腕
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
の
が
、
渋
谷
区
立
西
原
小
学

校
の
記
事
で
す
。
先
生
方
は
一
人
ひ
と

り
、
年
齢
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
経
験
も
教
育
観
も

違
い
ま
す
。
そ
う
し
た
先
生
方
を
、
学
校

長
と
し
て
い
か
に
ま
と
め
、
推
進
し
て

い
く
か
。
管
理
職
の
方
に
お
す
す
め
の

記
事
で
す
。
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ク
ロ
ス
集
計

0 20 40 60 80 100（％） 0 20 40 60 80 100（％）

自分には良いところがあると思いますか

授
業
は
、課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

自
分
で
考
え
、自
分
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
か

［課題の解決に向けて自分から取り組んだ］×［自分には良いところがあると思う］

29.3 2.75.162.9

47.6 3.710.937.8

45.1 8.721.624.6

28.5 27.121.422.9

33.6 3.17.256.0

49.6 4.314.531.5

43.0 9.324.423.2

26.9 26.222.824.0

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない
当てはまらない

当てはまる

小学校 中学校0.319 0.290

■ 当てはまる　■ どちらかといえば、当てはまる　■ どちらかといえば、当てはまらない　■ 当てはまらない

ＪＡＥＴ認定校が増えている自治体ほど、
ＧＩＧＡ活用が進んでいる傾向が見られる

「教育は楽しい！かっこいい！」ことを伝えたい。
教員志望者減少に一石を投じるイベント

＊ChromeOS、YouTubeは、Google LLC の商標です。

端
末
更
新
に
向
け
て

動
き
始
め
た
自
治
体
の
例

　
「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
を
見
据
え
た

自
治
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
記
事

も
、
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
壬
生
町
で
は
、
２
年
後
の
端

末
リ
プ
レ
イ
ス
を
見
据
え
て
、
既
存
の

W
indow

s

端
末
にChrom

eO
STM

 Flex

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
う
検
証
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
状
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
端
末
整
備
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
急
い
で
整
備
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的
に
導
入
す
る

環
境
を
吟
味
す
る
時
間
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
「
セ
カ
ン

ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
で
は
、
じ
っ
く
り
時
間

を
か
け
て
整
備
計
画
を
練
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

　

青
森
県
弘
前
市
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端

末
活
用
に
は
安
定
し
た
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
が
欠
か
せ
な
い
と
の
観
点

か
ら
、
通
信
の
高
速
・
安
定
化
を
実
現

す
る
製
品
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
だ
け
で
な

く
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ

て
常
に
端
末
活
用
が
円
滑
に
行
え
る
環

境
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
姿
勢
と
取
り
組
み
は
、
教

育
委
員
会
や
行
政
の
方
々
に
と
っ
て
、

と
て
も
参
考
と
な
る
で
し
ょ
う
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
を
学
校
外
か
ら

支
え
て
く
れ
る
専
門
家

　

続
い
て
は
、「
学
校
外
」
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
を
支
え
る
専

門
家
の
方
々
を
紹
介
し
た
記
事
で
す
。

　

千
葉
大
学
教
育
学
部
の
八
木
澤
史

子
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
教
壇
に
立
つ
若

い
学
生
た
ち
を
育
て
て
い
ま
す
。
今
の

学
生
た
ち
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
慣
れ
て
い
て

も
、
自
分
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
活
用
し

た
環
境
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
活

用
し
た
授
業
が
必
要
な
の
か
、
授
業
で

ど
う
使
え
ば
良
い
の
か
と
い
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
授
業
で
求
め
ら
れ

る
学
級
経
営
や
学
習
規
律
な
ど
も
、
学

生
の
心
に
染
み
こ
む
よ
う
に
丁
寧
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
八
木
澤
先
生
は
、
公

立
小
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
最
前
線
に

立
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
そ
う
し

た
方
が
、
教
員
養
成
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
の
は
、と
て
も
頼
も
し
い
こ
と
で
す
。

　

小
学
校
の
先
生
方
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

研
修
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
、
合
同
会

社
Ｌ
Ｔ
Ｓ
。
こ
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た

の
は
、
昨
年
度
ま
で
公
立
小
学
校
で
校

長
を
務
め
て
い
た
、
菅
野
光
明
先
生
で

す
。
管
理
職
と
し
て
積
み
重
ね
て
き
た

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
、
学
校
現
場
に
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
、
先
生
方
か
ら
も
「
実
践

的
で
、説
得
力
が
あ
る
」と
好
評
で
す
。

　
「
教
育
は
楽
し
い
！
か
っ
こ
い
い
！
」

こ
と
を
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
教
育
の
環
は
、

東
京
学
芸
大
学
と
連
携
し
「T

okyo 
E

ducation Show

」
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
校
は
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
だ
と
批
判

さ
れ
、
教
員
志
望
者
が
減
少
し
て
い
る

近
年
の
流
れ
に
、
一
石
を
投
じ
て
く
れ

る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
教
育Y

ouT
uber

の
葉
一

さ
ん
も
、
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

の
子
供
た
ち
は
、
教
育Y

ouT
uber

の
動

画
を
家
で
見
て
学
習
す
る
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
学
校
の
授

業
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
動

画
を
見
た
ら
分
か
っ
た
！
」
と
い
っ
た

喜
び
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
校
外
の
専
門
家
た
ち
と

上
手
に
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
で
し
か

で
き
な
い
、
先
生
に
し
か
で
き
な
い
学

び
を
考
え
て
い
く
時
代
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

見
聞
を
広
め

意
識
を
変
え
て
い
こ
う

　

２
０
２
３
年
の
夏
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
、
ど
の
会
場
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
本
号
で
も
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｘ
（
教
育
総
合

展
）の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
は
、
も
っ
と
外
に
出
ま
し
ょ

う
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し

て
、
他
の
学
校
や
地
域
が
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
か
、国
は
ど
う
動
い
て
い
る

か
、
見
聞
を
広
め
ま
し
ょ
う
。
狭
い
世
界

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
、
時
代
に
取

り
残
さ
れ
、
社
会
と
の
「
格
差
」
は
ま
す

ま
す
広
が
る
ば
か
り
で
す
。

　

未
だ
に
「
今
ま
で
通
り
紙
中
心
の
授

業
で
い
い
。
だ
っ
て
、
今
ま
で
そ
う
し
て

き
た
ん
だ
か
ら
」
と
、
授
業
を
改
善
し
よ

う
と
し
な
い
先
生
も
い
ま
す
。
今
ま
で

通
り
の
や
り
方
で
は
、
こ
の
激
変
す
る

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
め
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
続
く
こ
の

日
本
を
、
支
え
て
く
れ
る
子
供
た
ち
を

育
む
。
そ
の
た
め
に
国
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
国
策
と
し
て
行
っ
た
の

で
す
。「
入
試
の
た
め
に
は
先
生
が
し
っ

か
り
教
え
込
ま
な
き
ゃ
」
と
、
相
変
わ
ら

ず
教
師
主
導
の
授
業
を
続
け
る
先
生
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
入
試
も
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
に
教
わ
っ
た
知
識
を
た
だ
暗
記

し
て
い
る
だ
け
で
は
、
も
は
や
良
い
点

は
取
れ
ま
せ
ん
。「
問
題
が
起
き
る
と
困

る
か
ら
」
と
、
子
供
の
チ
ャ
ッ
ト
利
用
を

禁
止
し
た
り
、YouT

ubeTM

を
見
ら
れ

な
く
し
て
い
た
り
す
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
今
の
社
会
人
は
、
仕
事
の
連
絡
を

チ
ャ
ッ
ト
で
取
り
合
う
の
が
当
た
り
前

で
す
。
今
の
中
高
生
は
、
家
でY

ouT
ube

の
動
画
を
見
て
勉
強
す
る
の
が
常
識

に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
も

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
て
、

先
生
方
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
動
画
を

配
信
し
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「Y

ouT
ube

＝
遊
び
」
と
い
う
古
い
考

え
方
を
捨
て
ま
し
ょ
う
。
先
生
方
が
意

識
を
変
え
な
い
限
り
、「
格
差
」
は
解
消

さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
先
進
校
の
先
生
方
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
活
用
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、

授
業
が
変
わ
り
、
学
習
観
が
変
わ
り
、
教

育
観
や
能
力
観
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。「
み
ん
な
、
先
生
が
指
示
し
た
通
り

に
し
な
さ
い
」と
い
う
従
来
の
一
斉
授
業

で
は
、
個
別
最
適
な
学
び
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
子
供
が
自
分
で
学
び
を
調
整
し

て
い
く
力
も
育
め
ま
せ
ん
。「
勝
手
に
友

達
と
話
さ
な
い
。
立
ち
歩
か
な
い
」
と
い

う
従
来
の
学
習
規
律
を
墨
守
し
て
い
た

ら
、「
友
達
と
対
話
し
た
い
。
協
働
的
な

学
び
を
し
た
い
」
と
い
う
子
供
の
意
欲

や
学
習
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

か
と
い
っ
て
、学
び
に
関
係
の
な
い
お

し
ゃ
べ
り
ま
で
許
し
て
い
た
ら
、
学
習

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
だ
か
ら
先
進

校
で
は
、
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学

級
経
営
や
学
習
規
律
を
検
討
し
て
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
や
行
政
は
、「
セ
カ
ン
ド

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
の
前
に
、
ま
ず
「
フ
ァ
ー
ス

ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
の
検
証
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
」
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
整
備

し
た
環
境
は
適
切
だ
っ
た
か
。
他
の
自

治
体
に
比
べ
て
、
進
ん
で
い
る
の
か
遅

れ
て
い
る
の
か
。Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
「
学
校
情

報
化
認
定
」
は
、
自
分
た
ち
の
現
在
地
を

客
観
的
に
測
る
物
差
し
に
な
り
ま
す
。

認
定
校
が
増
え
て
い
る
自
治
体
ほ
ど
、

活
用
が
進
ん
で
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
「
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
は
、
す
ぐ
そ

こ
ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
も
、
控
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

先
生
方
自
身
が
変
わ
り
ま
し
ょ
う
。
授

業
を
変
え
、
意
識
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

図6　全国学力・学習状況調査：児童生徒の挑戦心、自己有用感、幸福感等に関する状況
（出典：国立教育政策研究所「令和5年度　全国学力・学習状況調査の結果」）

S p e c i a l  I n t e r v i e w
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